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表1 基礎看護技術の授業進度 (基礎看護技術 Ⅰ,基礎看護技術Ⅱ,基礎看護技術Ⅲ)
※1996年度の実施状況
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Nn 項 目 人 数
1 看護技術を身につけるための学習 18(28.1)
2 自己･他者理解につながる学習 16(25.0)










































































































Na 項 目 人 数
1 アセスメント (判断) 45(70.3)
2観察力 43(67.2)
3必要条件 :五感によって 36(56.3)















































(その2.第 6童 ｢看護婦の訓練 ･
教育について｣) ※(%)



















































































































































































































































































































































































































































表11 基礎看護実習 Ⅱの評価 一平均点の上昇率一 ｡=64
＼ 学生白身の 学生白身の 鼓且.指導者評 価 項 目 事前評 価 事後評缶 の最終評価 B-A C-B(A) (a) .(C)
対象の哩解 情報吹集 ①情報収集に観察,面接を活用できる. 2.7 3.2 3.5 0.5 0.3
②適切な情報源 (患者,家族,医療従事者,記録類)を活 2.5 3.2. 3.4 0.7 0.2用して,必要な情報を収集する.
対象の理解 ③患者の行動や態度 .表情 .言葉に関心を向け,その気持 2.9 3.3 3.6 0.4 0.3ちを受け入れることができる.
④表現された内容を正確に聴き取ることができる. 2.5 3.1 3.2 0.6 0.1
⑥患者の心理.社会的ニードの情報を収 集できる. 2.4 2.9 3.0 0.5 0.1
(診 基本的ニードに影響する因子がわかる. 3 29 1 6 2
⑧収集した情報を主観的情報と客観的情報に区別できる. 2.5 2.8 2.9 0.3 0.1
日常坐宿撹助の技節 琶計窒画 ⑨収集した情報から患者のニードの充足度を捉え,援助の必 2.4 3.2 3.3 0.8 0.1要性を考えることができる.
⑩対象の状態を考慮した援助方法を計画できる. 2.4 3.1 3.2 0.7 0.1
援実助技節の施 ⑪援助計画に基づいて,日常生活援助が実施できる. 2.6 3.3 3.4 0.7 0.1
⑳対象に対して安全で自立を促す援助が実施できる. 2.4 3.0 3.1 0.6 0.1
⑬対象の反応を確認しながら実施できる. 2.8 3.3 3.4 0.5 0.1
⑳コミュニケーションの場と雰囲気づくりができる. 2 6
秤価 ⑬実施した援助や援助に対する患者の反応について評価でき 2.4 2.6 3.1 0.2 0.5る.
⑬自己評価や他者評価を次の計画や実践に生かすことができ 2.8 2.6 3.2 -0.2 0.6る.
記録報β二にコ ⑰実施内容,実施中の観察事項 及 び 患 者の 反 応を記録 .報 2.9- 3.0 3.2 0.1 0.2告できる.⑬コミュニケーション過程をプロセスレコードに記録し,自己 32 28 29 - 4 1認識を深める.
自己成良 磨･牢姿輿⑬コミュニケーションを通して,人間を理解し尊重する態度 3.1 3.6 3.7 0.5 0.1が重要であることがわかる.
⑳カンファレンスのテーマにそって,建設的な発言ができる. 3.3 2.9 3.2 -0.4 0.3
⑳他者の意見や助言を受け入れ 一日分の意見も述べられる. 2.7 3.0 3.2 0.3 0.2
⑳書買謂 振 蒜 星雲冨㌘ を説明し,指導者,教員の 2.8 3.4 3.3 0.6-0.1
⑳疑問点については,文献や人的資源を活用して自発的に学 3.3 2.9 3.1 -0.4 0.2習できる.
⑳服装,言葉遣い,礼節をわきまえている. 3.3 3.3 3.5 0.0 0.2
自評己価 ⑳基礎看護実習Ⅱに対して,自己の学習目標を立て実習終 2.9 3.5 3.5 0.6 0.07後に,自己評価し,次の学習につなげることができる.
計 68.2 77.1 81.6 8.9 4.5





















＼ 評 価 項 El l.02.02.53.03.54.0平均
対象 情戟収集 119 40 42.7
①情報収集に観察,面接を活用できる. 17323255254
②要詣 諾熟 驚 ,家族,医療従事者,記鯛 'を活用して,必 1 2… … 圭…
対象 ③警 諾 き糟 度 .表情 .言糞に関心を向け,その気持ちを受け入れ 11…1 … ….936
2 23 37 5124 た 容 に L るこ iで る 12 42 10の しヽ 6139 18
31 31 2 502理 5患者の生理 ,ニードの日報を収 できる. 5 6 13の 4 2 42 1 539 22 3
解 哩解 ⑥患者の心理 .社会的ニードの情報を収集できる. 18 35 12
10 1 45 8
1 41 21 23917 45 1 11
1 28 32 1
⑧収集した情報を主観的情報と客観的情報に区別できる. 1 23 26 14 2
10 1 34 1 12 2
日 援計助内容画 ⑨誉EtLt漕Fab:ら患者のニードの充足度を捉え,援助の必要性を考え …2…1 … …主
2 33 28 2.412
⑳対象の状態を考慮した援助方法を計画できる. 8 40 16
5-1 36 3 19
援助技 18 43 3
⑪援助計画に基づいて,日常生活援助が実施できる. 5. 36 23
2 1 33 28
129 1 .401常 ⑫対象に対して安全で自立を促す援助が実施できる. 3 01坐 節 152 916 43 5
宿 の実施⑬対象の反応を確認しながら実施できる. 3 37 24援 3 1 29 2 29
4 25 25 10 .624助 ⑱コミュニケーションの場と雰囲気づくりができる. 1 9 30 244 8 32
秤価 17 42 5 .461
技 ⑬実施した援助や援助に対する患者の反応について評価できる. 5 41 17
柄 5 1 48 1 919 6
⑬自己評価や他者評価を次の計画や実践に生かすことができる. 2 5 172
7 137 1 18
記録報也■:コ 19 39 6.902
⑰実施内容,実施中の観察事項及び患者の反応を記録.報告できる. 2 139126426
⑬言.ミニニト シヨン過程をプロセスレコ-ドに記臥 自己認識を深め ……… 3 … 1……
自 態 ⑩言三言蒜 蒜 ヨンを通して,人間を理凱 尊重する態度が重要であ … 琵 l…喜.167
2 40 20 2 .392
⑳カンファレンスのテーマにそって,建設的な発言ができる. 1 16 36 11 2
8 1 37 18
712 378702
皮●姿輿 ⑳他者の意見や助言を受け入れ,自分の意見も述べられる. 2133019己成 8322⑳詔歪驚 言いて自己の考えを説明し,指導者,教員の意見を取り入 :2…l …… …… …
1 13 43 7 .391良 ⑳疑問点については,文献や人的資源を活用して自発的に学習できる. 2 2 1 920 19 14
2 6 29 27 .35
⑳服装,言葉通い,礼節をわきまえている. 8 28 28
3 8 33
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